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本研究は原子炉建屋や地盤物性の不確かさに伴う時刻歴地震入力の不確かさの評価手法の構築を目的とす

る。本報では、時刻歴地震入力の時間軸を変化させるとともに応答補正係数を用いることで、時刻歴地震入

力の周期特性の不確かさを考慮する評価手法を開発した。本手法のクレーンへの適用性検討結果を報告する。 
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1. 緒言 

時刻歴解析における入力の不確かさの評価手法として、ASME では応答スペクトルの拡幅率に合わせ時刻

歴地震入力の時間軸を拡大・圧縮した波も入力として用いる手法を提案している。本報では、拡幅範囲内で

時間軸を変化させる数（以下、周期の時間刻みの数と呼ぶ）をパラメータとするとともに、拡幅応答スペク

トル相当の保守性を確保するための応答補正係数も用いるよう ASMEの方法を改良した。これにより、機器

の固有周期が一義的に特定しにくい場合（固有周期が複数ある場合、非線形性が強い場合）に ASMEの方法

のピークシフトの対応を代替する方法を考案した。本報ではクレーンを対象に本手法の適用性を検証した。 

2. 時刻歴地震入力における不確かさの評価手法 

拡幅範囲内（国内：±10%）において時刻歴地震入力の時間軸を変化

させた複数の入力波を作成する。Fig.1 に応答補正係数の概略図を示

す。応答補正係数は、拡幅相当の地震応答と適用する周期の時間刻み

の数における地震応答の比率として求め、これを各入力条件に対する

最大地震応答に乗じることで評価応答を算出する。 

3. 検討条件 

クレーンの解析モデルは浮上り挙動を模擬できるようにギャップ要素を用いてモデル化した。そして、拡

幅範囲内において周期の時間刻みの数を十分に大きくした場合（9刻み）の最大応答を正解（拡幅相当）と仮

定し、応答補正係数を選択した入力条件の最大地震応答に乗じた本手法の評価応答と比較した。 

4. 結論 

周期の時間刻みの数を十分に大きくした場合の評価応答に対し、応答補正係数を用いて算出した評価応答

は同等あるいは保守的となったため、本手法は時刻歴地震入力の不確かさを適切に考慮したうえで安全な評

価が可能である見込みを得た。 
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Fig.1 Schematic drawings of scaling factor 
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